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私は今年７８歳、続けてきた母校の校庭
の草取りをいつやめようかと……
本紙９月号の「手縫いの袋」「老いの入
り舞」を読んで思い直しました。

（本紙読者）

組織委員会　座席の間隔を広げて

　
毎
月
一
回
発
行
さ
れ
る

退
職
公
務
員
新
聞
は
、
年

金
を
は
じ
め
時
々
刻
々
変

化
す
る
情
報
が
子
細
に
掲

載
さ
れ
、
大
変
有
益
な
広

報
紙
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
思
う
ほ
ど
読
ま

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
の

よ
う
だ
●
最
近
、
本
紙
の

記
事
が
発
端
の
明
る
い
話

題
が
も
た
ら
さ
れ
た
●
８

月
２５
日
発
行
の
新
聞
記
事

『
会
員
の
広
場
』（
山
形

県
連
・
佐
藤
時
雄
さ
ん
執

筆
「
羽
蝶
蘭
と
健
康
づ
く

り
」）
を
読
ん
だ
同
じ
趣

味
を
持
つ
、
千
葉
県
会
員

Ｉ
さ
ん
（
９０
歳
間
近
）
よ

り
県
事
務
局
に
、
佐
藤
さ

ん
と
連
絡
を
取
り
た
い
の

で
仲
介
し
て
ほ
し
い
と
の

依
頼
が
あ
っ
た
●
話
が
ト

ン
ト
ン
拍
子
に
進
展
し
、

Ｉ
さ
ん
は
先
日
山
形
ま
で

出
向
き
、
直
接
お
会
い
で

き
た
と
の
こ
と
。
感
動
の

ご
対
面
。
想
像
す
る
だ
け

で
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
●
コ

ロ
ナ
禍
で
、
人
間
関
係
が

希
薄
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
昨
今
、
新
聞
記
事
が
発

端
と
な
っ
て
、
遠
距
離
の

新
た
な
人
間
関
係
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
る
●
新
聞
を

大
い
に
活
用
し
、
新
た
な

出
会
い
や
感
動
を
得
な
が

ら
、
人
生
百
年
を
目
指
し

て
い
つ
ま
で
も
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
送
り
た
い
も

の
で
あ
る
。�

（
Ｎ
）

年金制度の今 そしてこれから（上） 　
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て
い
た
令
和
２
年
度
の
組
織
委
員
会
が
、
１０
月
２７
日
（
火
）
日
公
連
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。
津
島
会
長
は
「
日
公
連
の
活
動
は
退
職
者
及
び
現
職
世
代
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
将
来
の
日

本
の
あ
り
方
に
つ
な
が
る
。」
と
強
調
し
た
。

　
本
年
３
月
か
ら
４
月
に

か
け
て
、
各
退
公
連
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、
年
度
当
初
の
会
議

等
各
種
事
業
が
多
大
な
影

響
を
受
け
た
。
特
に
組
織

の
拡
充
活
動
に
お
い
て

は
、
新
退
職
者
と
の
対
面

に
よ
る
勧
誘
が
制
約
さ
れ

そ
れ
が
９
月
末
に
な
っ
て

も
収
ま
ら
ず
未
だ
に
続
い

て
い
る
。
過
去
に
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
事
態
に
遭

遇
し
た
。

　
そ
の
状
況
下
で
も
、
各

退
公
連
で
は
、工
夫
し
て
、

根
気
強
く
地
道
に
会
員
勧

誘
活
動
が
続
け
ら
れ
た
。

沖
縄
県
連
は
２７
名
、
三
重

県
は
６
名
の
増
員
、
減
少

率
２．０
％
未
満
の
努
力
賞
に

わ
ず
か
に
及
ば
な
か
っ
た

千
葉
県
連
に
は
そ
の
ご
努

力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
令
和
元
年
度
正
会
員
数

対
２
年
度
新
入
会
員
数
の

比
４
％
以
上
は
千
葉
、
静

岡
、
石
川
、
山
口
、
香
川
、

熊
本
、
沖
縄
の
各
県
連
で

あ
っ
た
。

　
対
面
し
て
、
メ
ー
ル
・

電
話
で
、
あ
る
い
は
文
書

の
や
り
と
り
で
の
勧
誘
活

動
が
あ
っ
た
。
会
員
の
誇

り
か
、
各
退
公
連
本
部
・

支
部
の
熱
意
か
ら
か
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
困
難
な

事
態
に
直
面
し
な
が
ら
も

日
公
連
全
体
の
会
員
減
少

率
は
昨
年
度
と
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
各
退
公
連
の
底

力
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
こ
れ
で
よ
し

と
は
で
き
な
い
。
会
員
数

は
、
退
公
連
の
財
政
を
通

し
て
、
活
動
に
直
接
影
響

し
、
会
員
の
誇
り
と
勇
気

を
、
社
会
保
障
制
度
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
と
い
う

組
織
の
使
命
感
と
対
外
的

な
力
を
支
え
る
。

　
令
和
３
年
度
を
見
据
え

て
今
か
ら
準
備
を
始
め
よ

う
。
会
員
の
組
織
を
想
う

熱
い
心
を
引
き
出
す
取
り

組
み
を
！
。
来
年
度
の
退

公
連
の
組
織
拡
充
計
画
の

第
１
期
は
新
年
１
月
か
ら

始
ま
る
。

大
き
な
負
担
が
の
し
か
か

っ
て
来
る
問
題
で
あ
る
。

現
行
制
度
の
維
持
は
困
難

で
あ
る
と
い
う
報
道
も
あ

る
。

　
そ
の
一
方
で
、
厚
生
労

働
省
は
、
２
０
４
０
年
を

展
望
し
誰
も
が
よ
り
長
く

元
気
に
活
躍
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
現
役

世
代
の
人
口
減
少
と
い
う

新
た
な
局
面
に
対
応
し
、

多
様
な
就
労・社
会
参
加
、

健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

等
の
政
策
課
題
を
提
言
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
あ
っ
て
、
公
的
年

金
制
度
の
持
続
可
能
性
を

確
保
す
る
た
め
幾
多
の
改

正
が
行
わ
れ
て
き
た
。

◇
公
的
年
金
制
度
の
支
給

開
始
年
齢
の
引
き
上
げ

　
平
成
６
年
度
改
正
で

は
、
６０
歳
台
前
半
の
老
齢

厚
生
年
金
の
定
額
部
分
の

支
給
開
始
年
齢
を
平
成
２５

年
度
ま
で
に
段
階
的
に
６０

歳
か
ら
６５
歳
へ
と
引
き
上

げ
る
。
平
成
１２
年
改
正
で

は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
報

酬
比
例
部
分
の
支
給
開
始

年
齢
の
６０
歳
を
平
成
３７
年

度
ま
で
に
段
階
的
に
６５
歳

へ
引
き
上
げ
る
。

◇
厚
生
年
金
保
険
料
率
の

引
き
上
げ
と
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
の
導
入

　
保
険
料
率
は
平
成
１６
年

１０
月
か
ら
毎
年
引
き
上
げ

ら
れ
、
平
成
２９
年
度
に
１８．３

％
で
固
定
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
保
険
料
収

入
の
上
限
が
固
定
さ
れ
た

た
め
、
賃
金
等
社
会
全
体

の
保
険
料
負
担
力
に
見
合

う
年
金
額
を
自
動
調
整
す

る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

が
導
入
さ
れ
た
。

◇
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割

合
の
引
き
上
げ

　
平
成
２６
年
度
に
基
礎
年

金
の
国
庫
負
担
割
合
を
１

／
３
か
ら
１
／
２
で
恒
久

化
す
る
改
正
が
行
わ
れ

た
。

◇
短
時
間
労
働
者
の
被
用

者
保
険
へ
の
適
用
拡
大

　
平
成
２８
年
に
は
公
的
年

金
制
度
の
持
続
可
能
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、従
来
、

従
業
員
規
模
が
５０１
人
以
上

の
企
業
で
、
週
３０
時
間
以

上
働
く
人
が
被
用
者
保
険

の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い

た
が
、
５００
人
以
下
の
企
業

で
週
２０
時
間
以
上
働
く
場

合
も
労
使
合
意
に
基
づ
き

被
用
者
保
険
の
対
象
と
な

る
適
用
拡
大
が
行
わ
れ

た
。

　
さ
ら
に
、
令

和
２
年
に
は
事

業
所
の
企
業
規

模
要
件
５０１
人
以

上
を
段
階
的
に

引
き
下
げ
５０
人

超
の
規
模
へ
適

用
拡
大
を
行
う

こ
と
と
な
り
、

保
険
適
用
の
被

用
者
は
約
６５
万

人
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。

◇
年
金
額
の
改

定
ル
ー
ル
の
見

直
し

　
平
成
１６
年
度

の
制
度
改
革
で

　
２
０
２
５
年

問
題
や
２
０
４

０
年
問
題
が
メ

デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い

る
。
団
塊
の
世

代
や
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
の
世
代
も

高
齢
者
と
な
る

一
方
、
現
役
世

代
の
人
口
が
急

減
し
、
年
金
等

の
社
会
保
障
給

付
費
の
増
加

を
、
減
少
す
る

現
役
世
代
が
支

え
ざ
る
を
得
な

く
な
り
国
民
に

は
、
物
価
上
昇
時
に
、
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
年

金
額
を
抑
え
る
は
ず
が
デ

フ
レ
の
た
め
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
将
来
世
代
の

給
付
水
準
を
確
保
す
る
た

め
、
平
成
２８
年
改
正
で

①
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

に
つ
い
て
、
年
金
額
が
前

年
度
を
下
回
ら
な
い
よ
う

に
し
て（
名
目
下
限
措
置
）

賃
金
・
物
価
上
昇
の
範
囲

内
で
前
年
度
ま
で
の
未
調

整
分
を
含
め
て
調
整
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。（
図
参

照
）

②
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
つ

い
て
、
従
来
は
、
物
価
の

変
動
に
応
じ
て
年
金
額
の

改
定
を
行
っ
て
い
た
が
、

賃
金
が
物
価
を
下
回
る
場

合
に
賃
金
変
動
に
合
わ
せ

て
年
金
額
を
改
定
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

日
公
連
は

日
公
連
は

　
退
職
者
及
び
現
職
世
代
を
視
野
に
活
動
す
る

　
退
職
者
及
び
現
職
世
代
を
視
野
に
活
動
す
る

会
員
の
誇
り
と

　
各
退
公
連
の
熱
意
が
実
る

―
三
重
県
連
・
沖
縄
県
連
会
員
増
―

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
て
行
わ
れ
た
委

員
会
で
は
本
年
度
の
会
員
数
調
査
結
果
の
報
告
の

後
、
令
和
３
年
度
の
組
織
拡
充
活
動
の
基
本
計
画
、

１１
月
開
催
予
定
の
全
国
組
織
部
長
会
の
運
営
等
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
た
。
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会
員
の
広
場

全国中学生レスリング連盟
沼尻久会長（左）、右筆者

介護施設の清掃　右９６歳の会員

介護施設で雑布づくり

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

添
い
ゆ
か
ん
同は

ら

胞か
ら

と
し
て
沖
縄
の

戦
な
き
世
を
祈
る
心
に

栃
木
県　
染
谷
文
行

ス
ケ
ボ
ー
の
少
年
嬉
々
と
滑
り
来
て

わ
が
前
に
今
し
タ
ー
ン
し
て
立
つ

愛
知
県　
林　
正
夫

夜
半
醒
め
て
雨
音
を
聞
き
安
ら
ぎ
ぬ

牡
丹
芍
薬
つ
つ
じ
を
思
ひ

新
潟
県　
多
田
和
子

納
豆
に
刻
み
葱
混
ぜ
朝
食
を

満
足
し
た
り
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

茨
城
県　
前
野
平
八
郎

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
洞ほ

ら

に
入
れ
ら
れ
こ
の
世
に

新
潟
県　
石
田
英
治

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

恐
い
も
の
地
震
コ
ロ
ナ
に
他ほ

か

に
無
し

岐
阜
県　
水
口
武
彦

ベ
ル
ト
っ
て
メ
タ
ボ
の
簡
易
発
見
器

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

便
利
か
も
マ
ス
ク
が
あ
れ
ば
ノ
ー
メ

もあ
の
世
に
も
な
き
音
を
聴
き
た
り

愛
知
県　
鈴
木
昌
宏

　
　
　
　
◆
　
俳
　 

句
　
◆

散
歩
道
我
を
呼
ぶ
ご
と
ち
ろ
ろ
鳴
く

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

イ
ク

愛
知
県　
田
中
佳
子

冗
談
が
通
じ
ぬ
人
と
喧
嘩
す
る

茨
城
県　
小
林
道
利

町
内
の
老
々
班
長
受
け
て
た
つ

静
岡
県　
信
澤
兼
雄

補
聴
器
を
つ
け
て
虫
の
音
聞
き
な
お
す

香
川
県　
市
村
繁
子

絡
ま
り
し
蔦
の
廃
屋
秋
の
風

山
形
県　
上
野
直
樹

新
米
の
北
条
米
や
条
里
の
田

茨
城
県　
金
子
弘
毅

何
時
の
間
に
鳴
き
止
ん
で
い
る
田
の
蛙

心豊かに心豊かに

　
本
県
連
で
は
、
年
々

会
へ
の
加
入
者
が
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
離
脱

を
図
る
会
員
も

増
加
傾
向
に
あ

る
。

　
昨
今
、
組
織

や
団
体
に
加
入
す
る
こ

と
を
敬
遠
す
る
風
潮
が

一
般
的
で
あ
る
事
が
背

景
に
あ
る
感
が
す
る
。

　
そ
れ
を
受
け
る
が
如
く

本
県
連
は
ど
ん
ど
ん
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
高
齢

化
は
停
滞
に
つ
な
が
る
。

そ
の
観
点
か
ら
現
在
新
会

員
の
加
入
促
進
を
活
動
の

重
点
と
し
、
新
し
い
感
覚

で
会
の
活
性
化
を
担
う
人

材
を
求
め
て
い
る
が
、
な

か
な
か
達
成
は
で
き
な

い
。
良
策
は
な
い
も
の

か
と
模
索
す
る
ば
か
り

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
で

今
な
し
得
る

こ
と
は
会
の

ス
リ
ム
化
で

は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ス
リ
ム
化
を
す

る
中
で
、
会
の
活
性
化

を
目
指
す
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

会
の
現
状
に
思
う

岩
手
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
近
藤
宗
光

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
年
末
年
始
の
休
暇
に
関

す
る
担
当
省
庁
の
要
請

に
、文
部
科
学
大
臣
は「
学

校
の
冬
休
み
の
延
長
は
求

め
な
い
」
方
針
を
明
ら
か

日
々
が
。
児
童
生
徒
に
も

授
業
の
理
解
に
つ
い
て
例

年
に
な
い
努
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、

こ
の
現
実
を
し
か
と
見
つ

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
退
公
連
下
呂
支
部
で
は
、
会
員
相
互
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
、
と
も
に
生
き
が
い
を
持
っ
て

過
ご
す
こ
と
、
地
域
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
長
年
い
く
つ
か
の
活
動
を
進
め
て
き
て
い
る
。
６０
代
前

半
か
ら
９０
代
半
ば
ま
で
と
、
参
加
者
の
年
齢
層
は
幅
広
い
。
皆
勤
の
会
員
も
少
な
く
な
い
。

岐
阜
県
退
職
公
務
員
連
盟
下
呂
支
部
　
松
原
　
惠
子

いきいき退公連

岐阜県連の巻

き
た
こ
と
は
、
人
生
の
中
で
の

宝
物
と
な
っ
た
。
特
に
、
学
生

時
代
に
出
会
い
、
そ
れ
以
来
、

師
と
し
て
仰
い
で
き
た
故
沼
尻

直
先
生
（
前
茨
城
県
レ
ス
リ
ン

グ
協
会
会
長
）
か
ら
受
け
た
数

多
く
の
教
え
は
、
心
の
財
産
と

な
っ
て
い
る
。
先
生
の
「
ス
ポ

ー
ツ
は
人
づ
く
り
、
国
内
に
と

ど
ま
ら
ず
国
際
人
と
し
て
活
躍

　
１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
に

感
動
し
、
高
校
か
ら
始
め
た
レ

ス
リ
ン
グ
競
技
で
あ
る
が
、
半

世
紀
を
超
え
て
付
き
合
う
と

は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

　
茨
城
県
の
選
手
、指
導
者（
審

判
員
）
協
会
役
員
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
数
多
く
の
友

人
・
知
人
と
出
会
う
こ
と
が
で

で
き
る
人
に
な
れ
。
俺
が
や
ら

な
き
ゃ
誰
が
や
る
。
い
ま
や
ら

な
き
ゃ
い
つ
や
る
。」
と
い
う

教
え
を
胸
に
、
我
が
人
生
を
歩

み
続
け
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
携

わ
る
こ
と
が
、
健
康
づ
く
り
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
選
手
・
役
員
と
し

て
、
海
外
遠
征
は
１１
カ
国
、
１０

数
回
を
数
え
、
競
技
の
み
な
ら

ず
、
諸
外
国
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
、
見
聞
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
、
韓
国
と
の
交

流
は
、
半
世
紀
に
わ
た
り
継
続

し
て
お
り
、
全
国
中
学
生
レ
ス

リ
ン
グ
連
盟
が
、２
０
１
４
年
、

高
円
宮
記
念
日
韓
交
流
基
金
よ

り
高
円
宮
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

は
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

　
現
在
も
、
県
協
会
、
全
国
中

学
生
連
盟
、
日
本
協
会
の
役
員

と
し
て
、
主
に
中
学
生
選
手
の

育
成・強
化
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
禍
に
よ
り
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
延
期
、
各
種
大
会
の

中
止
と
、
ス
ポ
ー
ツ
界
も
甚
大

な
る
影
響
を
受
け
た
。
レ
ス
リ

ン
グ
は
、
未
だ
に
大
会
開
催
の

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ

る
が
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
今

後
も
レ
ス
リ
ン
グ
で
青
少
年
の

健
全
育
成
に
慈
愛
の
心
で
鋭
意

努
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
こ
と

が
、
自
ら
の
心
身
の
健
康
に
役

立
つ
と
確
信
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
施
設
で
毎
月
数

回
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

話
し
相
手
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
取
り
組
ん
で

　
本
支
部
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
始

め
て
、
す
で
に
１１
年
と
な

る
。
当
初
は
、
支
部
全
体

一
箇
所
で
行
う
活
動
で
あ

っ
た
が
、
参
加
者
が
増
え

て
き
た
現
在
、
近
隣
の
い

く
つ
か
の
分
会
で
グ
ル
ー

プ
を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
近

く
の
介
護
施
設
で
清
掃
活

動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
作
業
の

あ
と
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や

会
食
を
楽
し
む
な
ど
、
親

睦
を
深
め
る
絶
好
の
機
会

と
も
な
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
、
金
山
地
区
の

四
つ
の
分
会
の
グ
ル
ー
プ

で
は
、
５
年
前
か
ら
デ
ィ

て
い
る
の
で
は
と
自
負
し

て
い
る
。

　
ま
た
、支
部
総
会
で
は
、

毎
年
会
員
に
よ
る
講
話
や

特
技
の
披
露
の
時
間
が
設

け
て
あ
る
。
研
究
者
の
域

に
達
し
て
お
ら
れ
る
方
の

時
計
の
収
集
に
つ
い
て
の

話
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
二
胡
グ
ル
ー
プ
の
演

奏
等
と
、
実
に
多
彩
な
発

表
が
続
い
て
い
る
。
生
き

が
い
を
持
っ
て
ひ
と
つ
の

事
に
打
ち
込
ん
で
お
ら
れ

る
会
員
の
姿
か
ら
、
お
互

と
も
に
活
動
を
楽
し
む

と
も
に
活
動
を
楽
し
む

地
道
に
、無
理
せ
ず
、み
ん
な
で
続
け
て
い
ま
す

地
道
に
、無
理
せ
ず
、み
ん
な
で
続
け
て
い
ま
す

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
と

　
　
　
　
健
康
づ
く
り

茨
城
県
退
職
公
務
員
連
盟
東
茨
城
支
部
長
　
松
﨑
　
忍
　

い
る
。
こ
の
活
動

は
、「
ぜ
ひ
退
公

連
に
」
と
地
域
か

ら
の
要
請
を
受
け

て
始
め
た
も
の
で

あ
る
。
長
年
地
道

に
活
動
を
続
け
て

き
た
こ
と
に
よ

り
、
当
支
部
の
存

在
が
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き

い
に
学
ぶ
こ

と
が
多
い
。

　
多
く
の
会

員
を
有
し
て

い
る
事
が
誇

り
の
当
支
部

に
お
い
て

も
、
残
念
な

が
ら
こ
の
数

年
会
員
の
減

少
傾
向
が
続

い
て
い
る
。

に
し
ま
し
た
。
３
月
か
ら

５
月
の
休
校
期
間
の
学
習

進
度
の
遅
れ
を
意
識
し
て

の
こ
と
で
す
。

　
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

対
策
と
学
習
遅
延
の
解
消

で
教
職
員
に
大
変
多
忙
な

勧
誘
の
努
力
と
と
も
に
、

私
た
ち
会
員
が
地
域
の
中

で
生
き
生
き
と
活
動
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
新
た
な
仲

間
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
、
今
後
も
と

も
に
楽
し
く
充
実
感
の
も

て
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
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